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注意事項 
１ 試験開始の合図があるまで，問題冊子，解答用紙に手を触れてはいけません。 

２ この問題冊子は４ページで，解答用紙は２枚あります。 

３ 試験開始の合図があったら，まずページ数，枚数を確認し（足りない場合は，手を挙げて

監督者に知らせること），全部の解答用紙に受験番号を記入してください。 

４ 試験中に，印刷の不鮮明な箇所やページの脱落などに気づいた場合は，手を挙げて監督者

に知らせてください。 
５ 解答は，解答用紙の所定の欄に記入してください。 

６ この問題冊子にある余白は，下書きなどに利用してかまいません。 

７ 試験終了後，問題冊子と受験票は持ち帰ってください。 



― 第一部 商経 ４－２― 

 課 題  資料１，２を参考にして，後の問いに答えなさい。 

 

資料１ 

 
 
 【省略】 

（末川博『法学入門［第５版補訂版］』2001 年，有斐閣，pp.27～29 より） 



― 第一部 商経 ４－３― 

 

資料２ 刑法により死刑が科される主な犯罪 

（殺人）  

第 199 条 人を殺した者は，死刑又は無期若しくは５年以上の懲役に処する。  

（強盗致死傷）  

第 240 条 強盗が，人を負傷させたときは無期又は６年以上の懲役に処し，死亡させたときは

死刑又は無期懲役に処する。 

 

問１ 法と道徳との違いについて，資料１の筆者の意見を 400 字程度で要約しなさい。 

 

問２ 資料１の空欄   に入る漢字２字の適切な語を答えなさい。 

 

問３ 死刑制度の是非について，法と道徳という言葉を使って論じなさい。 

 

問４ 次の英文を和訳しなさい。 

 

Sometimes the sanction operates by way of punishment; a person who has stolen a purse 

or broken into a house and abstracted valuable property will be put into prison whether the 

objects stolen or abstracted are recoverable or not. 
 

 注 

sanction：制裁，punishment：刑罰，abstract：奪う 
 

 出典 

Sir Paul Vinogradoff, Common Sense in Law. Third edition revised by H. G. Hanbury, 

1959, Oxford University Press, Tokyo, p. 23 より 
 


